
政策が過剰なのか?

カリスマ的存在のムハン

マド首長。1972年の日航
ハイジャック事件では国

防大臣として犯人と人質

解放の交渉をした

幣

ン

ポ

ば

権

絲

い
脇
釘

社
タ
ト
ウ
ィ
ー
ル
の
カ
リ
ド

・
ア
ル
マ
リ

ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
ド
バ
イ
の
経
済
成
長
に
必

要
な
も
の
は
何
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、

ス
ピ
ー
ド
と
い
二ヽ
言
葉
を
３
回
繰
り

返
し
た
。

猛
ス
ピ
ー
ド
で
開
発
が
進
む
ド
バ
イ
。

何
が
彼
ら
を
駆
り
立
て
て
い
る
の
か
。

そ

れ
を
知
る
た
め
に
は
、
ド
バ
イ
の
国
情
を

知
る
必
要
が
あ
る
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
は
日
量
２
６
０
万
パ
レ、

可
採
年

数
１
０
０
年
超
と
い
う
中
束
第
２
位
の
産

油
国
。

な
か
で
も

「ド
バ
イ
原
油
」
は
Ｗ

Ｔ
Ｉ
や
北
海
ブ
レ
ン
ト
と
並
ぶ
原
油
価
格

の
代
表
的
な
指
標
だ
が
、

現
在
の
ド
バ
イ

で
は
ほ
と
ん
ど
石
油
が
採
れ
な
い
。

Ｕ
Ａ

Ｅ
の
石
油
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ブ
ダ
ビ
産
で

あ
り
、
ド
バ
イ
は
１
９
９
１
年
の
日
量
４２

万
ガ
レ
を
ピ
ー
ク
に
、

東
７
や
日
量
７

・
５

万
ガ
レま

で
減
少
、

あ
と
数
年
で
枯
渇
す
る
」

（中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
田
嶋

一
馬
研

究
員
）
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
石
油
に
依
存
し
な
い
経
済
体

制
の
確
立
が
急
務
で
あ
り
、

８５
年
に
貿
易

を
軸
と
し
た
企
業
誘
致

へ
と
政
策
転
換

し
、

ジ

ュ
ベ
ル

・
ア

リ

・
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
な

ど
の
経
済
特
区
を
次
々

と
開
設
し
た
。

欧
州
、

ロ
シ

ア
、

ア

フ
リ

カ
、

ア
ジ
ア
の
中
継
点
と
い

う
地
の
利
に
加
え
、

法

人
税
ゼ
ロ
、

外
資
１
０

０
％
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
つヽ

特
典
が
奏
功
し
、
６
０

０
０
社
を
超
え
る
企
業

が
ド
バ
イ
に
進
出
し
た
。

同
じ
く
８５
年
に
設
立
し
た
国
営
エ
ミ
レ

ー
ツ
航
空
の
存
在
も
重
要
だ
。

ア
ブ
ダ
ビ

で
さ
え
自
前
の
航
空
会
社
を
持
て
ず
、

湾

岸
諸
国
の
共
同
運
営
に
よ
る
航
空
会
社
に

依
存
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

「ド
バ
イ
の

航
空
会
社
」
が
進
出
企
業
に
ど
れ
だ
け
の

利
便
性
を
与
え
た
か
は
計
り
知
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
経
済
政
策
を
指
揮
し
た
の

が
、

当
時
、

皇
太
子
だ

っ
た
ム
ハ
ン
マ

ド

・
ビ
ン
ラ
シ
ー
ド

・
ア
ル
マ
ク
ト
ゥ
ー

ム
。

現
在
の
ド
バ
イ
首
長
で
あ
る
。

外
交
面
で
手
腕
を
発
揮
し
た
前
首
長
と

異
な
り
、

皇
太
子
時
代
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は

経
済
面
で
中
心
的
な
役
割
を
呆
た
し
た
。

ド
バ
イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
非
石
油
部
門

の
比
率
は
２
０
０
６
年
に
９７
％
ま
で
高
ま

り
、

同
年
に
首
長
の
座
に
つ
い
た
ム
ハ
ン

マ
ド
は

「石
油
依
存
か
ら
の
脱
却
は
成
功

し
た
」
と
高
ら
か
に
と呈
言
し
た
。

だ
が
、

最
近
の
ド
バ
イ
経
済
で
目
を
引

く
の
は
国
を
挙
げ
て
の
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
。

文
字
ど
お
り
の
箱
モ
ノ

行
政
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
人
と
カ
ネ
が

集
ま
り
、

オ
フ
ィ
ス
、

ホ
テ
ル
、

住
居
が
建
設

さ
れ
る
。

そ
の
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に

新
た
に
人
と
カ
ネ
が
群

が
る
…
…
。

現
地
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
当

の
駐
在
員

で
す
ら
、

「
こ
れ
を
バ
ブ
ル
と
言

造成中のパームアイラン馬 海水の流れが変わり、生態系ヘ

の影響を懸念する声もある

膨 ドイ株は長期的には
｀
買い

″
か

襄 憐 揮f燃 仕野 雰F【員デゲ

市場インデックスは、不動産株の暴騰で

2005年末に高値をつけ、その後は一進一

退の状況が続く。『ドバイ株投資完全マ

ニュアル』(パンローリング社)な どの

著書を持つ石田和靖氏は、「今後は2016

年の夏期五輸誘致構想もうわさされ、今

の株価は害!安」と言う。日本でドバイ株

を扱う証券会社はまだ存在しないが、 ド

バイの金融 ・証券市場は外国からの資金

を取り込むべく急速に整備を進めてい

る。BRiCsに飽き足らない投資家が、 ド

バイ林を気軽に売買できる日も近い?

■林価は05年 をピークに下落

DFMイ ンデックス(ドパイの株価指数)の推移

10,000   -｀十      十一       ―

8,000

6,000

(出所)ドバイ金融取引所
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